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１） 三井化学の成長戦略 －その１－

合併効果の早期実現

拡大･成長
さらなる選択と集中
連結経営体制の確立
環境･安全･品質

世界の市場において
存在感のある総合化
学企業へ

三井石化･三井東圧
合併（１９９７年）

９８－００ ０１－０３ ０３－

ＨＯＰ

ＪＵＭＰ

ＳＴＥＰ

Ⅰ．合併効果の早期実現



Ⅰ．合併効果の早期実現

２） 基本戦略の達成状況 ①

「合併効果の早期実現」を目指した９８－００中計の基本戦略は、
順調に進捗。

重点化戦略

グローバル戦略グループ戦略

新製品開発合併効果の推進

・コア事業への経営資源集中（Ｒ＆Ｄ、投融資）
・不採算事業からの撤退
・構造問題を抱える事業の再構築

・シンガポール等での大型
石化プロジェクトの推進

・関係会社の整理・統合を推進

・アクセル２１による新製品開発
促進体制を構築

・生産拠点、Ｒ＆Ｄ拠点の統合を推進
・人員計画の着実な達成



・韓国で龍山化学とアクリル･アマイドの合弁会社「龍山
三井化学」（出資比率５０：５０）を設立

２） 基本戦略の達成状況 ②

前回説明会（５月）以降の主要な戦略推進状況

重点化戦略

グループ戦略

グローバル戦略

合併効果の推進

・三井武田ケミカル（出資比率５１：４９）設立合意。 ２００１
年４月スタート、５年後には当社が武田側の持分を承継
・米ＤＯＷケミカル社とエチレン・スチレン共重合体の日本
における市場開発で協調合意（２０００年１０月）

・三井石化産資と三井東圧建設資材を統合、三井化学
産資が発足（２０００年１０月）

・下関工場を分離独立し、下関三井化学が発足（２０００
年１０月）
・茂原工場を市原工場茂原センターに改組し、両工場の
一体運営体制を確立（２０００年１０月）

Ⅰ．合併効果の早期実現
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３） 連結業績の推移 ①

９７年度は旧三井東圧の９月期決算分が含まれていない。

Ⅰ．合併効果の早期実現



３） 連結業績の推移 ②
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４） 単独業績の推移 ①

９７年度は三井化学の数値に、旧三井東圧の上半期決算分を加算（旧両社の相互売上高は消去）

Ⅰ．合併効果の早期実現



４） 単独業績の推移 ②

3.0

4.0 4.24.4

6.4 6.4 6

6.2

4.2

7.9

86.1

83.2
84.5

76

81.4

0.0
1.0
2.0
3.0
4.0
5.0
6.0
7.0
8.0
9.0

９７年度 ９８年度 ９９年度 ００年度修予 中計目標

75

77

79

81

83

85

87

89

ROA 売上高経常利益率 ＢＥＰ比率

９７年度は三井化学の数値に、旧三井東圧の上半期決算分を加算（旧両社の相互売上高は消去）

Ⅰ．合併効果の早期実現



固　定　費

783 754 730 699 693

187 218 241 241
432

400 361 356 322

245
243 257 269 247

525 280 269 262 236

75
81 81 83 81

0

500

1 ,000

1 ,500

2 ,000

2 ,500

97決算 98決算 99決算 00中計 00修予

固
定
費
（
億
円
）

人件費 支払作業料 償却費 修繕費 その他経費 生産ＪＶ

５） 経営資源の投入状況 ①
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６） ０１中計に向けた課題

９８－００中計において残された課題、０１中計の策定に向けて
取組むべき課題は、次のとおり。

Fコア事業の拡大･成長戦略の構築と実行

・特にポリオレフィン事業

・新製品開発戦略の促進による０２年度新製品売上高
  目標１０００億円の達成

F連結経営計画システムの構築と実行

Ⅰ．合併効果の早期実現



１） 三井化学の成長戦略 －その２－

合併効果の早期実現

拡大･成長
さらなる選択と集中
連結経営体制の確立
環境･安全･品質

Ⅱ．さらなる拡大と成長

世界の市場において
存在感のあるグロー
バル･リーダーへ

三井石化･三井東圧
合併（１９９７年）

有力企業との
思い切ったアラ
イアンス

９８－００ ０１－０３ ０３－

ＨＯＰ

ＪＵＭＰ

ＳＴＥＰ



２） ０１中計基本戦略

三井化学グループの拡大・成長を目指して

１．さらなる選択と集中

２．連結経営体制の確立

３．環境･安全･品質の確保

事業の集中的拡大･成長／機能性材料分野の新製品拡大／グローバル化

グループの強化／連結経営基盤の強化

環境・安全の推進／品質管理の徹底

Ⅱ．さらなる拡大と成長



＜０３年度＞

連結売上高 １２，５００億円

石化・基礎化分野 　６，５００億円

機能性材料分野 　６，０００億円

連結経常利益 　１，０００億円

連結ＲＯＡ 　　　　　 ７％

連結ﾌﾘｰｷｬｯｼｭﾌﾛｰ 　１，０００億円

（３ヵ年合計）

３） 連結経営目標の設定

連結経営に当り、０１中計の経営目標（０３年度）を
連結ベースで設定する

Ⅱ．さらなる拡大と成長



石化･基礎化学品分野の事業ポートフォリオ

４） さらなる選択と集中（事業構造改革の推進） ①
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Ⅱ．さらなる拡大と成長
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４） さらなる選択と集中（事業構造改革の推進） ②
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業
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機能性材料分野の事業ポートフォリオ

Ⅱ．さらなる拡大と成長
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５） グループ･マネジメント体制
自
律
連
携
Ｇ

戦
略
連
携
Ｇ

独
立
Ｇ

機
能
分
化
Ｇ

本体との戦略連携を図
りつつ、自律的経営によ
り発展拡大を追求

本体の事業別戦略に連
結し、本体の事業を担当

本体の事業別･機能別戦略
に連結し、本体の機能（含
生産機能）を担当

本体とはビジョンのみ
を共有し、独自経営で
発展拡大を追求

三井化学

ＴＥＣ、関東天然ガス、
ＭＤＦ他（計４３社）

ＯＰＣ、ＵＰＣ、京葉エ
チレン他（計４０社）

東セロ、山本化成、
本州化学他（計９社）

ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾎﾟﾘﾏｰ、ＭＢＳ、
ＡＭＩ、錦湖三井化学
他（計６３社）

Ⅱ．さらなる拡大と成長



６） 機能性材料分野における新製品開発の加速 ①

新製品
開発戦略

１．上市品の拡販 ２．ＳＢＤＵによる開発促進

３．新製品パイプラインの充実

・アーレン、アペル
…機能性ポリマー
・不織布SMS

…樹脂加工品
・ｸﾛｽﾗｲｸﾊﾞｯｸｼｰﾄ
・ﾚﾝｽﾞﾓﾉﾏｰ（MR-8)

…精密化学品
・ｶﾞｽﾊﾞﾘｱ樹脂

…ペット樹脂
・高耐久クッション

…ウレタン

・生分解性ﾎﾟﾘﾏｰ(PLC)
・ハイレット
・PDP用フィルター
・新ホフマンPAM
・PE配水管

・パイプライン数 ２００→４００件
（99/10→00/10)

Ⅱ．さらなる拡大と成長
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６） 機能性材料分野における新製品開発の加速 ②

Ⅱ．さらなる拡大と成長

◇ 新製品パイプラインの分野別件数／売上高

件数

売上高

（億円）

◇ 新製品パイプラインの分野別テーマ例

情報・通信材料分野 アーレン、アペル、ＰＤＰ用光学ﾌｨﾙﾀｰ、高出力半導体ﾚｰｻﾞｰ、次
世代ＳＣＬ

生活･文化関連材料
不織布ＳＭＳ、殺虫剤(MTI‐446）、MR-８、LFP（ｶﾞﾗｽ長繊
維強化材料）、軽量ﾐｯﾄﾞｿｰﾙ用ﾀﾌﾏｰ、配水用PE管、小型ﾎﾞﾄﾙ用
PETとBﾚｼﾞﾝのﾏｽﾀｰﾊﾞｯﾁ樹脂、高耐久ＨＲクッションシステム

環境・ｴﾈﾙｷﾞｰ関連材料 ﾃﾞｨｽﾊﾟｰｼﾞｮﾝ型新ﾎﾌﾏﾝPAM、ポリ乳酸(LACEA)、Liイオン二次
電池ｾﾊﾟﾚｰﾀ



１） 三井化学の成長戦略 －その２－

合併効果の早期実現

拡大･成長
さらなる選択と集中
連結経営体制の確立
環境･安全･品質

２１世紀の化学産業
におけるグローバル･
リーダーへ

三井石化･三井東圧
合併（１９９７年）

住友化学との
全面的な事業統合

９８－００ ０１－０３ ０３－

ＨＯＰ

ＪＵＭＰ

ＳＴＥＰ

Ⅲ．「２１世紀のグローバル･リーダー」を目指して



Ⅲ．「２１世紀のグローバル･リーダー」を目指して

２） 住友化学との事業統合の概要

FF統合は対等の精神統合は対等の精神

FF統合の範囲統合の範囲 ：全事業：全事業

FF統合の方式統合の方式 ：当初は持株会社：当初は持株会社

FF進め方進め方 ：まずＰＯ事業の統合を先行：まずＰＯ事業の統合を先行

　並行して他の全事業の統合計画を策定　並行して他の全事業の統合計画を策定

FF目標時期目標時期 ：０１年１０月　ＰＯ事業の統合：０１年１０月　ＰＯ事業の統合

　０３年１０月　全事業の統合　０３年１０月　全事業の統合



３） 目的、期待される効果 ①

２１世紀の化学産業におけるグローバル･リーダーを目指す

FF製品・技術･市場のシナジー追求製品・技術･市場のシナジー追求

－ 機能性材料･ﾌｧｲﾝｹﾐｶﾙｽ･ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ分野
・両社の幅広い事業展開と研究開発力の統合によるシナジー

［例］  電子情報材料：今後のＩＴ社会への迅速な対応

　農業化学品：住友のグローバル展開に三井の新剤開発力を注入

　 ライフサイエンス：経営資源の厚みをバックに医薬等の積極展開

FF規模の拡大規模の拡大 － 石油化学・基礎化学分野
・Ｍａｓｓの拡大を通じたグローバルな競争力の強化

［例］ シンガポールで１００万㌧級のエチレン設備を新設、両社の得意な
　　誘導品を併せて、高効率のコンプレックスを構築

Ⅲ．「２１世紀のグローバル･リーダー」を目指して



３） 目的、期待される効果 ②

両社の事業構成（連結売上高）の概要

Ⅲ．「２１世紀のグローバル･リーダー」を目指して

（単位:億円、００年３月期ベース）
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１．８
兆円

主要石化製品の能力（国内）

・エチレン １，７３３千㌧ １位

・ＰＥ １，０７３千㌧ １位

・ＰＰ 　　９３８千㌧＊ １位

＊住友のシンガポール（３５０千㌧）、米
　 国（３６０千㌧）を加えると１，６５０千㌧



＜０６年度＞ ＜参考：９９単純合計＞

　　売上高 　　　　　３兆円 　　　１．８兆円

　　営業利益 　３，０００億円 　１，２５９億円

　　経常利益 　２，５００億円 　１，２４５億円

　　純利益 　１，５００億円 　　　３４５億円

４） 統合後の連結業績目標

0

1

2

3

９９ ００ ０１ ０２ ０３ ０４ ０５ ０６ ０７

統合会社 三井化学（兆円）

Ⅲ．「２１世紀のグローバル･リーダー」を目指して



５） スケジュール

００年 ０１年 ０２年 ０３年

１０ １０１０４ ４ ４

ポリオレフィン事業
の先行統合
（２００１年１０月）

全面的事業統合
（２００３年１０月）

統合後の運営形態等
の詳細を決定
（２００１年３月）

事業統合検討委員会
（両社長を共同委員長とし、分科会を設置）
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